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随 想

フ ィ ラ リ ヤ 行 脚

鹿児島大学教授 岡 元 健 一 郎

昭 和21年,恩 師皆 見,富 川両 先 生 の恩 命 に よ り当時 の 鹿 児 島医 専 に 赴任 したの は5月 始 め

で あつ た.鹿 児 島 は 戦 災 に よつ て市 街 地 の8割 以 上 が瓦 礫 に帰 し一 望 の焼 野原 で あ る.私 は

七高 に学 ん だ ので 懐 しい土 地 で あ るが,駅 前 か らは一 条 の軌 道 が 延 び て い る だけ で,何 十 分

置 きか に 発車 す る電 車 を 待 つ 人が列 を作 つ て いた.医 専 も基礎 教 室 は 市 街南 部 の郊 外 で あ つ

た た め幸 に 戦 災 を 免が れ て い た が,附 属病 院 は全 焼 して北 部 の 盲 唖学 校 に 寄 宿 して いた.

兎 に角,診 療 と講 義 を始 め た が講 義 室 も盲 唖学 校 の借 部 屋 で あ る.そ の後2,3ヵ 所病 院

は 転 々 と して現 在 の場 所 に 落着 い て病 院 の新 築 が 始 め られ た の は昭 和22年 で あ る.そ の間1

年研 究 な どとい う こ とは 勿論 出 来 ず,そ の 衝動 に も乏 しか つ た.戦 争 病 で あ る済 癬,淋 疾,

梅 毒 な ど今考 え る と懐 しい疾 患 の診 療 に'忙殺 され,駐 在 米 軍 か ら分与 され るペ ニ シ リン の 偉

効 に驚 嘆 して い た.

鹿 児 島 に きて2年 目 にな つ て も臨 床教 室 は建 築 が で きず,纏 つ た研 究 は 目算 もつ か な い

荏再 日を過 してい て少 々 い ら立 つ て きた 頃,外 来 を訪 れ る乳 庭 尿,陰 嚢 水 腫 な ど フ ィラ リヤ

症候 群 の 患 者 が可 成 り多 い のが 心 を 惹 い た.象 皮 病 は流 石 に 少 な い.焼 け残 つ た基 礎 教 室 の

図書 館 に は幸 に皮 性 誌 のBacknumberが 揃 つ て い た の で繰 つ て み る と 鹿児 島県 に於 け る

フ ィラ リヤ症 の研 究 は ここ暫 く中断 され て い る ことを知 つ た.明 治41～43年 松 下博 士 一 門 に

よつ て種 子島 お よ び附 近 の離…島 で 始 め られ た本 症 の研 究 は長 く中 断 され,昭 和13～17年 西 郷,

松 岡,前 畠の 諸 氏 に よ り沖縄,大 島 な ど で再 び取 り上 げ られ たが,そ の後 また 中 断 され ・ 特

に本 土 に於 け る研 究 は殆 ど ない.そ の後 の本 症 の 分 布,侵 淫度 の推 移,と くに本土 に於 け る

状態 を み る だけ で も興 味 が あ る し,第 一 こん な仕 事 な ら労力 だけ を惜 しま なけ れ ば研 究設 備

は殆 ど要 らな い これ で もや つ て み よ う と思 い 立 つ た の は昭 和22年 の春 で あつ た.

先 ず県 医 師 会 の 名簿 に よつ て 県下 開 業 の 医 家 約5009.に 葉書 ア ン ケ ー トを 出 して・ 最近5

力年 間 の本 症 受 診 患 者 の 頻 度 を 問 い合 わせ て概 況 を知 つ た.そ れ か らボ ツボ ツ現 地 に出 か け

よ う とい うわ け で あ る.

鹿 児 島 県 の両 方 の 脚 を な して い る大 隈,薩 摩 両 半 島 の うち 大隈 半 島 の南 端,佐 多町 か ら入

院 してい た患 者 が 退 院 した の で,頼 ん で そ の家 に暫 く寄 せ て も ら う ことに した の は昭 和22年

9月 で あ る.汽 車 もバ ス も通 わ な い所 で,一 応 薩 摩 半島 南 端 の山 川町 まで鉄 道 でゆ き船 で対

岸 の伊 座敷 に渡 る.板 覆 いを か け た2屯 程 の 渡 船 の籠 に寝 ころん で 真夏 の太 陽 を さけ て約1

時間,同 行 は永 吉 君 で あ る.伊 座敷 の 浜 は美 しか つ た.灼 熱 の太 陽 を照 り返 えす銀 砂 の 浜 に
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南国の禰 の海が迫つている.ひ つそりと立ち並んだ藁謎 屋根,石 を乗せた樋 根の人家

の後 ろはすぐに黒々とした緑の楠 と,密 柑畑の山である.迎 えにみえた患者の兄の川越氏の

案内でその山を越えて東海岸に出ることにする.

両側から切 り立つた断崖が迫る山峡を上りまた下る.蝉 の声が耳に痛 く,薄 桃色の山芙蓉
の花が濃い緑の中で目をなぐさめる.日 が断崖の上に傾いて既に山道に届かなくなつて夕方

川越氏宅につ く.そ の間約2時 間.同 氏は佐多町東海岸の郡部落の焼酎醸造家である.数 日

帯在して小学校区を中心 とした症状調査,血 中仔虫検査などをする,

1日 海岸に舟を出し部落青年の潜水漁法を見物 したが.竹 の先につけた鈷と,弓 を携えて

潜 り.も のの30分 程で収穫は目の下2尺 程の魚と伊勢エビ数匹であつた.海 岸に火を焚き,

串にさした獲物を焼いて食べる趣は原始に近い.こ の漁法はその後,伊 座敷,種 子島,奄 美

大島でも度々みた.種 子島では獲れた伊勢エビ,ザ ウリエビを海岸で火の中に投げ込んで甲

羅が黒焦げになつたところを掻き出して食べた.こ の調理法は誠に贅沢なものでエビの姿の

美 しさは問題にせず,肉 の味だけを賞味するのだが,恐 らく最 も美味な料理(と いえるかど

うか)で あろう.海 岸や舟で焼いた魚は酢醤油,酢 味層で食べるのがこちらの流儀である.

焼酎の一杯がまた何 とも云えず調和する.田 畑が極少なく米麦に乏しいので漁師の主食はこ

のような魚 と甘藷である.

佐 多町には永吉君,松 山君 と同行 してその後 も26年まで三度び赴いて部落の人達とも馴染

みになつた.こ こでは抗 フィラリヤ剤の長期効果や拡散因子に関する実験も行い,伊 座敷の

黒木医師宅では薬物によるinvitroの 殺仔虫実験などもやつてみた.そ の後,県 下でフィ

ラ リヤ症調査のために歩いた地方も数多い 大隈半島中央部の岩川町周辺ではフィラリヤ症

絶滅の状態をみた.離 島方面では県の西北端,天 草島に接する獅子島,永 吉君は南方洋上の

硫黄島,竹 島,黒 島で侵淫調査と免疫反応の実験を行い・松山君は同島で拡散因子は関する

実験を行つた.種 子島南端の島間では本症研究の拠点のつもりで部落診療所に3年 間教室員

が交代に赴いたがこれは失敗に終つた.そ の始末の一部は 「いつみ」に書いたことがある.

その他屋久島には昭和25年 阿世知君と同行し,奄 美大島の各地には昭和27,32,33年 の3回

本学の夏期無医村診療に同行 した.

このように県下の僻地は相当に歩いたが,南 方の珊瑚礁の島を洗う海の美しさは忘れ難い.

また人情のこまやかさを満喫し得たこともこのフィラ リヤ行脚のおかげと思つている.一 方

その貧 しさとそれから逃れ難い宿命が本症侵淫の基礎をなしていることに,何 時も胸をつか

れる思いを抱いたのも事実である.

本症の研究もついつい年期がいつてしまつて永吉,永 野,松 山の三君はこれで学位を得た

が.数 年前からや うや く泌尿器科本来の研究も出来 る態勢がととのい,県 内のフィラリヤ行

脚の杖が遠のいてきたのは一面残念とも思える.




